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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

 

脳は優れた視覚情報処理能力を有する．したがっ

て，そのような脳に学んで視覚認識のアルゴリズ

ムを開発することは，有効だろう．本課題では，

脳で行われている視覚情報処理の様式を脳活動

から推測し，それをもとに人工のアルゴリズムの

開発を行うことを目指した．これまで，我々は比

較的簡単な脳モデルを用い，視覚情報処理の推測

法の開発を行ってきた．RICC の計算資源を用い，

より複雑な脳モデルにおいて開発した推測法の

有用性を示すのが，本年度の目標であった． 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

 

計算機でより実際の脳に近い複雑な脳モデルを

構築し，それによって視覚生理実験をシミュレー

トし，開発した推測法をそのデータに適用すると

いう利用法を計画した． 

 

３． 結果 

 

本課題の開始後まもなくして，シミュレーション

ではなく実際の視覚生理実験を行うことが可能

になったため，本課題で計画したシミュレーショ

ンを行う必要がなくなった．したがって，RICC

の計算資源を用いた計算は行っていない． 

 

４． まとめ 

 

上述のように，シミュレーションから実際の実験

への研究方針の転換があったため，RICC の計算

資源を用いた計算は行っていない． 

 

５． 今後の計画・展望 

 

本課題に関して，今後は引き続き視覚生理実験を

進めていく．現在のところ，RICC の計算資源を

用いた計画はない． 

 

６． 利用研究成果が無かった場合の理由 

 

上述の理由により，RICC の計算資源を用いた計

算は行っていないため． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


